
公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 良寛記念館では、第 2 回『金澤翔子展』を開催して

います。今年 3 月に町民体育館で金澤翔子さんが揮毫

した『天上大風』の他、俵屋宗達画『風神雷神図』と同

時展示された『風神雷神』や、代表作『龍翔鳳舞』など

屏風作品 5 点と額装作品 10 点をお借りして展示して

います。また、母泰子先生が良寛と翔子さんについて綴

った『私の夢想・良寛さんと翔子』も掲載しています。

ご厚意により借用作品数が増えましたので、12月 10日

（火）に作品の一部入れ替えを行います。 

  

    

   

    

    

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 12 月 5 日発行 

編集：出雲崎町公民館 

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

【元サッカー日本代表】 北澤
きたざわ

豪
つよし

氏 来町！ 

 

第 2回「金澤翔子展」【天上大風】公開中！ 

11 月 6 日（水）、町民体育館において「令和元年度 未来の夢子ども体験講演会」を開催しました。今

年は元サッカー日本代表として活躍された北澤豪さんが「足りない部分は頭で補え～目標設定の大切さ

～」という演題で、自身がこれまで経験してきた様々なエピソードを、出雲崎小学校 3 年生～中学校 3

年生の子どもたちへお話しして下さいました。来場者からは、何事も続けること、夢に思いをもつこと、

前向きに取り組むこと というお話が印象に残ったと感想を頂きました。 

良寛書画展が開かれました！【岡山・倉敷】 

11 月 9、10 日、良寛修行先である岡山県倉敷市玉島地区に

おいて、第 3 回目となる『良寛書画展』を開催しました。良寛

が玉島のことを詠った作品を含む 11 作品を展示し、2 日間で

284 名の来館がありました。良寛の作品、そして出雲崎町につ

いて、十分に PRすることができました。 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

◎町教育委員会及び町体育協会では令和元年度の各種表彰該当者を募集しています。以下に該当する方、

または該当者を紹介いただける方は教育委員会（☎78-2250）までご連絡下さい。 

★文化・スポーツ分野で県大会以上に出場し、優秀な成績をあげた個人、または団体。 

★優れた指導・研究実績により、出雲崎町の文化・教育・体育の向上に功績をあげた方。 

  ★このほか、表彰に値すると認められる方。  ※過去に表彰を受けた方は前回以上の成績が必要。 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

日   時 内   容 と  こ  ろ ・ 講 師 

12月 9日（月） 

１３：３０～１５：００ 

出雲崎総合大学 

昔の姿を伝える大切さ 

～忘れかけていた思い出が甦る～ 

中央公民館 

町文化財調査審議会委員 

佐々木 高史 

12月 18日（水） 

１３：３０～１５：００ 

出雲崎総合大学 

出雲崎の人物（鳥井権之助） 

閉講式 

中央公民館 

町文化財調査審議会委員 

磯部 友記雄 

12月 24日（火）まで 

９：００～１７：００ 

※水曜休館 

第 2回「金澤翔子展」 

席上揮毫「天上大風」公開中！ 

良寛記念館 

 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 備 考 

町民体育館、屋内 GB 場 ○ ○ × × × ○ 9:00～17:00 

多目的運動広場 × × × × × × 2/19まで使用不可 

北国街道妻入り会館 × × × × ○ ○ 9:00～17:00 

中央公民館、海岸公民館 × × × × × ×  

良寛記念館 × × × × × ×  

   【中 央 公 民 館】       

 

 

 

 

 

 

                        

 

 【町立図書館（海岸公民館）】  

 

 

 

 

 

 

                        

 

受注競争で中国に連戦連敗。かつての「鉄道王国」
復活のカギは…学校づくり!? 日本流観光列車×
専門職大学で、ジャパンクオリティーを世界に売
り込め! 日本の未来を見通すエンタメ企業小説。
『小説新潮』掲載を単行本化。 

「蜜蜂と遠雷」のスピンオフ短編小説集。ピアノ
コンクールの審査員ナサニエルと三枝子の若き日
の衝撃的な出会いとその後を描いた「獅子と芍薬」
など、全 6編を収録する。『小説幻冬』ほか掲載を
単行本化。 

38歳の誕生日に届いた、ある騒動の報せ。何者か
になろうとあがいた季節の果てで、かつての若者
達を待ち受けていたものとは? 又吉直樹、初の長
編小説。『毎日新聞』連載を加筆し単行本化。 

人間/毎日新聞出版･･･又吉 直樹 著 

鉄の楽園/新潮社･･･楡 周平 著 

不審者/集英社･･･伊岡 瞬 著 

祝祭と予感/幻冬舎･･･恩田 陸 著 

夫と息子、義母と都内に暮らす里佳子。ある日、
行方知れずだった、夫の兄が現れた。夫の一存で
彼を居候させることになるが、それ以降、里佳子
の周囲では不可解な出来事が多発し…。『青春と
読書』連載に加筆・修正し単行本化。 

今月の事業案内 

◎教育委員会所管の施設について、年末年始の休館日は下表の通りとなります。今年も多くの皆さまから

ご利用いただき、ありがとうございました。来年もよろしくお願い致します。 

 

表彰者の募集及び年末年始の休館日について 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

     

       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

倉
敷
市
玉
島
地
区
と
の
交
流 

出
雲
崎
町
に
は
良
寛
さ
ん
を
通
じ
て
の
交
流
が
各

地
に
あ
る
。
県
外
で
は
福
島
県
柳
津
町
と
、
も
う
一
つ
、

岡
山
県
倉
敷
市
の
玉
島
地
区
が
あ
る
。
そ
の
玉
島
は
、

良
寛
さ
ん
が

１２

年
間
円
通
寺
で
修
行
を
積
ん
だ
地
で

あ
る
。
交
流
を
始
め
て
３
年
目
と
な
る
今
年

１１

月
、

良
寛
記
念
館
の
所
蔵
品
を
持
参
し
、
町
の
物
産
を
持
ち

併
せ
て
、
玉
島
で
交
流
が
行
わ
れ
た
。 

 

玉
島
に
は
民
間
が
立
ち
上 

げ
た
「
良
寛
会
館
」（
写
真
下
） 

が
あ
り
、
「
良
寛
さ
ん
修
行
の 

地
」
と
し
て
の
歴
史
を
風
化 

さ
せ
な
い
た
め
に
、
慈
愛
の 

心
を
現
代
、
後
世
に
伝
え
る 

使
命
感
を
も
っ
て
住
民
有
志 

が
情
熱
を
持
っ
て
運
営
し
て 

い
る
。
二
日
間
で
２
８
０
人 

を
超
え
る
人
た
ち
か
ら
熱
心 

に
鑑
賞
い
た
だ
い
た
。
出
雲 

崎
町
が
「
良
寛
生
誕
の
地
」 

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人 

も
多
く
、
出
雲
崎
か
ら
の
良
寛
さ
ん
発
信
の
貴
重
な
機

会
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

円
通
寺
は
元
禄

１１

（
１
６
９
８
）
年
に
開
山
さ
れ

た
寺
で
、
境
内
に
は
背
筋
が
伸
び
た
青
年
期
の
若
き
良

寛
さ
ん
の
銅
像
が
立
っ
て
い
る
。 

 

玉
島
は
歴
史
・
文
化 

が
豊
か
な
街
で
あ
る
。 

戊
辰
史
跡
の
旧
柚
木 

（
ゆ
の
き
）
家
住
宅
の 

「
西
爽
亭
（
さ
い
そ
う 

て
い
）」
は
国
の
登
録 

有
形
文
化
財
に
指
定
さ 

れ
て
い
る
。「
西
爽
亭
」 

は
、
備
中
松
山
藩
年
寄 

役
の
熊
田 

恰
（
あ
た 

か
）
が
主
家
の
安
泰
と
多
く
の
部
下
の
命
を
救
う
た
め

に
自
刃
し
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ 

 

も
の
の
ふ
の
老
い
て
杖
曳
く
落
葉
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

尼 

瀬  
 

小
黒 

大 

〈
西
乃
越
句
会
〉 

鰰
焼
く
卵
は
じ
け
て
味
噌
香
立
つ 

 
 
 
 
 
 

 

久 

田 
 

五
井
野 

久
女 

〈
越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈
出
雲
崎
小
学
校
児
童
の
俳
句
〉 

 

あ
さ
の
虫
元
気
な
虫
で
う
れ
し
い
な 

 

４
年
生  

 

長
野 

圭
汰 

ア
キ
ア
カ
ネ
池
で
い
っ
ぱ
い
飛
ん
で
い
る 

 

４
年
生  

 

奈
良 

光
彩 

秋
の
空
夕
日
が
海
に
と
け
落
ち
て 

 

５
年
生  

 

清
水 

雄
牙 

い
が
栗
が
目
の
前
お
ち
て
い
た
た
た
た 

 

５
年
生  

 

寺
澤 

冬
真 

い
ち
じ
く
に
虫
が
あ
つ
ま
り
え
ん
か
い
だ 

 

６
年
生  

 

相
澤 

文
倫 

見
上
げ
れ
ば
も
み
じ
が
真
っ
赤
に
そ
ま
っ
て
る 

 

６
年
生  

 

小
林 

実
咲 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 
 

 り
、
玉
島
は
幕
府
の
戦
火
を 

免
れ
た
と
い
う
。
熊
田 

恰 

は
「
玉
島
の
恩
人
」
と
も
言 

わ
れ
て
い
る
。
建
物
は
江
戸 

時
代
中
期
の
建
築
で
上
級
武 

士
の
生
活
が
う
か
が
わ
れ
、 

重
厚
感
が
あ
っ
た
。 

  

ま
た
、
玉
島
に
は
「
町
並 

み
保
存
地
区
」
が
あ
り
、
格 

子
、
漆
喰
壁
を
も
つ
商
家
や 

土
蔵
、
町
家
が
多
く
残
っ
て 

い
る
。
明
治
時
代
の
洋
館
も 

あ
っ
て
、
変
化
に
富
む
。 

  

倉
敷
（
玉
島
と
下
津
井
）
は
日
本
遺
産
登
録
・
北
前
船

寄
港
地
で
も
あ
り
、
会
話
も
は
ず
ん
で
、
よ
り
親
近
感

を
お
ぼ
え
た
。 

 

玉
島
の
人
た
ち
と
語
り
、
交
流
を
深
め
た
今
回
、
人

を
大
事
に
し
、
慈
愛
の
精
神
が
う
か
が
わ
れ
て
温
か
さ

を
感
じ
た
。
来
年
の
「
全
国
良
寛
会
」
の
大
会
が
、
こ
の

玉
島
で
開
催
さ
れ
る
。 

  
「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
文
化
が
生
ま

れ
育
つ
」
と
い
う
意
味
を
込
め
た
令
和
元
年
も
、
あ
と

僅
か
で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
一
年
を
振
り
返
る

と
、
様
々
な
痛
ま
し
い
事
件
が
余
り
に
も
多
い
。
そ
れ

ら
を
聞
く
に
つ
け
、
美
し
い
心
・
慈
愛
の
精
神
の
尊
さ

を
実
感
す
る
。
新
年
が
平
穏
で
、
佳
き
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
。 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 
 

一
年
間
、
公
民
館
活
動
等
に
お
力
添
え
い
た
だ

き
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
各
位
が
お
元
気

で
初
春
を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。 

宵
闇
の
序
奏
た
ち
ま
ち
虫
時
雨 

 
 
 
 
 
 
 

中 

山 
  

仲
野 

隆
之 

今 月 の 一 句 
山
茶
花
や
点
前
上
手
な
小
学
生 

 
 
 
 
 
 
 

川 

西  
 

遠
藤 

比
呂
女 

◀

円
通
寺
良
寛
像 

▶

西
爽
亭 

https://frame-illust.com/fi/wp-content/uploads/2015/10/a5de1cce952ef7ecfde9e8dde59d5f4d.png


～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12/11,18,25日（水）19：30～21：00 

 

年末を迎えるため、町民体育館の忘れ物を整理い

たします。玄関に放置されていたカサや靴も忘れ物

として保管しております。以下の期間を過ぎた忘れ

物はこちらで処分いたします。心当たりのある方は

町民体育館までご連絡ください。（℡：78-4700） 

 帰る際は身の回り品の確認を徹底して、忘れ物の

ないよう気を付けて利用しましょう。 

保管期限：12 月 30 日まで 

☆優 勝☆ 

ブラザーズてつ 

○準優勝○ 

チームメイト 

△第３位△ 

チーム30Ａ 

大会結果 

 

11 月 17 日（日）に第 30 回ソフトバレーボール大会を開催しました。町内から 13 チームが参加した今

大会では各チームが優勝に向けて練習を重ね、万全の状態で大会に臨みました。練習の成果を存分に発揮

し、見事なチームプレーで会場を大いに沸かせて、今年を締めくくるにふさわしい町民大会となりました。 

11月 24日(日)アルビレックス新潟の最終戦に合わせ

て全県ホームタウン化を記念したセレモニーがデンカ

ビッグスワンスタジアムで行われました。試合は 2－1

で V ファーレン長崎を下し有終の美を飾りました。 

全県ホームタウン化を記念した横断幕を掲げるサポーター 

11 月 30 日（土）、12 月 1 日（日）に剣道教室と柔道教室の児童・生徒を対象とした令和元年度昇級審査

会を開催しました。両教室合わせて 11 名の参加者がこの 1 年間鍛えた「心・技・体」を披露しました。 

審査の結果、見事参加者全員が昇級することができました。おめでとうございます‼ 


